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HI.CommunicationEngine 基本セット
TCPデータ受信に関する制限事項
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HI.CommunicationEngine 基本セットについて以下の制限事項がある為、回避策１または回避策２
を適用の上、ご使用頂きますよう宜しくお願い致します。

【現象】
TCP/IPマネージャのサービスコールtcp_rcv_dat()にて、指定した待ち時間による受信タイム
アウトが発生した場合、不正な戻り値を返す場合があります。

【内容】
待ち時間指定※でtcp_rcv_dat()を発行した後、TCP/IPマネージャのデータ受信と同時に
サービスコールのタイムアウトが発生した場合、tcp_rcv_dat()のリターン値として
「取り出したデータの長さ」を返さずに、「取り出したデータの長さ － 50」の値を
返します。

※tmoutパラメータに、待ち時間(1以上の値)を指定した場合。

【回避策１】
tcp_rcv_dat()を使用する場合は、待ち時間指定を使用せず、次の何れかのタイムアウト指定
を使用してください。
①tmoutパラメータにTMO_POL(0)を指定するポーリング
②tmoutパラメータにTMO_FEVR(-1)を指定する永久待ち
③tmoutパラメータにTMO_WBLK(-2)を指定するノンブロッキングコール

【回避策２】
tcp_rcv_dat()を待ち時間指定で使用する場合は、TCP/IPマネージャのデータ受信と同時に
サービスコールのタイムアウトが発生しないよう、TCP/IPマネージャがデータを受信する
時間よりも十分に長い待ち時間を指定するようにしてください。

例）通信相手のTCPデータの送信間隔が最大で約200msの場合、tcp_rcv_dat()の待ち時間の
指定は、1000ms等にしてください。


